
今月は、医療費の現状や健康づくりの取り組みについてお知らせします。
問市健康保険課（1階⑥番窓口） ☎31-1162
　市保健相談センター 　　　   ☎41-2110

医
療
費
の
現
状

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
本
市
の
国

民
健
康
保
険
1
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
約
33
万
９
千
円
で
全
国
平
均
の

約
32
万
４
千
円
よ
り
約
1
万
５
千
円

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
と
同
様

に
、
特
に
65
歳
か
ら
の
医
療
費
が
急

激
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
や

生
活
習
慣
病
の
増
加
、
医
療
技
術
の

進
歩
な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

が
あ
る
人
は
65
歳
か
ら
）
が
加
入
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
も
、
県
民
１
人

当
た
り
の
年
間
医
療
費
は
１
０
０
万

円
を
超
え
る
水
準
で
、
全
国
上
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
財
源
は
公
費
（
税

金
）
約
５
割
、
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
の
各
保
険
者
か
ら
の
支

援
金
が
約
４
割
、
保
険
料
１
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
医
療
費
が

一人あたり医療費の推移
（国民健康保険、後期高齢者医療）

疾
病
分
類
別
の
診
療
費
は
、
循
環
器

系
の
疾
患
が
際
立
っ
て
高
く
、
次
い
で

悪
性
新
生
物（
が
ん
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
対
策
を

　

糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症
な
ど
、
生

活
習
慣
病
の
医
療
費
に
占
め
る
割
合

は
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
治
療

も
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
医
療
費
を

増
大
さ
せ
る
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
も

増
え
て
し
ま
い
、
家
計
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る
た

め
に
も
、
若
い
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
重
症
化
予
防
に
努
め
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

40
代
か
ら
受
診
を

「
特
定
健
康
診
査
」

　

生
活
習
慣
病
は
、
初
期
の
段
階
で

は
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、

検
査
以
外
で
の
発
見
は
困
難
で
す
。

早
期
発
見
・
早
期
予
防
の
た
め
に
も
、

特
定
健
康
診
査
な
ど
を
年
１
回
は
受

診
し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
定
健
康
診
査
と
は
、
40
～
74
歳

の
国
保
加
入
者
を
対
象
に
、
全
国
の

市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康
診
断

の
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で

は
「
特
定
健
診
」
「
メ
タ
ボ
健
診
」

と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病
や
高

脂
血
症
な
ど
の
特
定
保
健
指
導
の
必

増
加
す
る
と
保
険
料
を
支
払
う
皆
さ

ん
は
も
と
よ
り
、
現
役
世
代
の
負
担

も
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
本
市
の
死

亡
要
因
の
上
位
は
下
の
表
の
と
お
り
、

い
わ
ゆ
る
三
大
生
活
習
慣
病
が
主
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
の
診
療
に
お
け
る

要
が
あ
る
人
や
予
備
群
の
人
を
的
確

に
抽
出
す
る
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
の
昨
年
度
の
特
定

健
診
の
受
診
率
は
約
33
％
で
、
７
割

近
く
の
人
が
受
診
し
て
い
ま
せ
ん
。

特
に
40
歳
～
50
歳
代
の
若
い
世
代
の

受
診
率
が
低
い
状
況
で
す
。
生
活
習

主な死亡要因

１位　悪性新生物（がん）

３位　脳血管疾患
２位　心疾患

※平成25年度鹿屋市調べ

４位　肺炎
５位　老衰

誰にでもできる！

医療費の削減！

� かかりつけ医を
持ちましょう

日頃から健康管理をしてくれ
る、身近なお医者さんのこと。
個人の病歴などを把握したう
えで、細やかな対応をしても
らえます。

ジェネリック医薬品を
活用しましょう

�初回の人は、分割調剤（お試し）
として数日分だけジェネリッ
ク医薬品を処方してもらうこ
とができます。まずは主治医
や薬剤師に相談を。

薬を正しく使いましょう
お薬手帳は一人一冊にしま
しょう。
�「おくすり整理そうだんバッ
グ」を利用すると、自宅に残っ
た薬を薬剤師から整理しても
らえます。

重複受診や時間外受診を
やめましょう

医師の判断を信用せず、病院
を渡り歩くことはやめましょ
う。これでは医師と信頼関係
も築けません。

慣
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
健
康
診

査
を
受
診
し
、
日
頃
か
ら
自
分
自
身

の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
の
早
期
発
見
・
治
療
が

あ
な
た
の
命
を
救
い
ま
す

　

市
民
の
死
亡
要
因
第
1
位
で
あ
る

「
が
ん
」。国
民
の
2
人
に
1
人
が「
が

ん
」に
な
り
、3
人
に
1
人
は「
が
ん
」

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
が
ん
」
は

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は「
が
ん
」の
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
、
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の『
命
』
を
守
る
が
ん
検

診
。「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
の
は
大
き
な
間
違
い
で

す
。
多
く
の「
が
ん
」
は
、
早
期
に

は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
に「
が
ん
検
診
受
診
票
」
が

届
い
た
ら
、
必
ず
毎
年
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

みんなで育てる
笑顔の芽

近
年
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
伴
い
、

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
態
を
改
善
す
る
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
に
努
め
な
が
ら
、

医
療
費
を
節
約
す
る
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
寿
命

延
ば
そ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

節約の
ポイント
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市民の疾病分類別医療費の割合（国民健康保険）

循環器系の疾患
17.4%

新生物
15.0%

精神及び行動の障害
13.9%

消化器系の疾患
11.0%

筋骨格系及び
結合組織の疾患

7.9%
尿路性器系の
疾患

7.7%

内分泌、栄養
及び代謝疾患

6.5%

神経系の疾患
3.8%

呼吸器系の疾患
4.0% その他

8.3%

市民の特定健診受診率（国民健康保険）
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後期高齢者医療（県民）
国民健康保険（市民）

損傷、中毒及び
その他の外因の影響

4.5%

1ヶ月分の
医療費合計
624,916,990円
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